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皆さんこんにちは。本年度のＰＴＡ会長をさ
せて頂いております橋本です。学校関係の役に
就くのは初めてで、何分至らぬ点も多々あると
思いますがよろしくお願いいたします。
早いもので私が釜山に赴任してきてもうすぐ

丸５年になろうとしています。今でも変わり映
えしませんが赴任当初はまったく韓国語がわか
りませんでした。最初のうちは少しは勉強して
みたものの仕事になると手も足も出ない感じで
韓国語の習得は早々に断念、それ以来当地の職
員に私の耳と口になってもらって仕事をすると
言う感じで現在に至っています。それでも私が
こちらで働いているのは小さな事務所のため何
もかも職員任せと言うわけにもいきません。た
まには自分一人で日本語も英語も通じない釜山
市内の小さなメーカーに行くこともあります。
そんな時には品物(機械の部品)と図面(その部
品の寸法と加工方法が記載した書類)を見なが
ら片言の韓国語で何とか会話しています。図面
に使用されている記号類は世界共通です。言葉
は通じなくとも図面を見ることで互いに共通の
認識を持つことができ、何とかこちらの言いた
いことをわかってもらえるのです。こんな時に
は共通認識のベースとなるもの(この場合は図

。面)がいかに重要であるかを改めて痛感します
考えてみれば小中学校に通う期間と言うのは

子供達が他人と共通認識を持つためのベースを
少しずつ身につけて行く期間ではないでしょう
か。共通認識のベース、漠然とした言い方で恐
縮ですがそれは正しい判断をするための基準と
なるもの、例えば道徳やルールや基本的な知識
や生活の知恵と言ったものだと思います。子供
達の個性は様々ですが共通認識のベースを持つ
ことによりお互いを認識し交流できるようにな
ります。
今私は長女の机を借りてこの文章を書いてい

ます。目の前の壁には「当たり前の10か条」と
書いた紙が貼ってあります 「1.明るいあいさ。
つをする 」から始まって「10.よく学び、よ。
く遊び、よく眠る 」で終わる10か条の決まり。
ごとです。長女のクラス(3.4年生)のルールか
なと思って彼女に聞いてみると全学年のルール
のようです。その名の通り一つ一つはきわめて
当たり前のことが書いてあります。しかし生徒
達がお互いを尊重し、より楽しい学校にして行
くためにはきわめて重要な決まりごとです。こ

れもまた共通認識のベース、学校生活において
はその根幹になるものと思います。当たり前の
ことを守るのは簡単なようで案外難しいもので
す。大人の世界でも当たり前のことが守れなか
ったために発生する事件や事故が後を絶ちませ
ん。当たり前のことを守るためには自分への厳
しさが必要です。自分に厳しい人は自分を大切
にする人です。そんな人が集まれば相手の立場
を考え人の話に耳を傾けるようになります。何
か問題が起こっても皆で協力して問題解決でき
るようになります。
さて先日私はＰＴＡ会長として入学式に参加

させて頂きました。長女の入学式にも参加しな
かったこの私、入学式に参加するのは初めての
経験です。しかも多くのご来賓の方々と同じ席
に座り大変緊張しておりました。新入生の皆さ
んもどれだけ緊張していることかと思い待って
いるとやがて小学部の新入生がややおぼつかな
い足取りでしかし楽しそうに入場して来るのを
見て思わず微笑んでしまいました。小学部新入
生の皆さんが「当たり前の10か条」を守るのは
まだ大変なことでしょう。恐らく今は先生から
少しずつその意味と理由を教わっているころで
はないでしょうか。しかし上級生や先生方と接
するうちにきっと「当たり前の10か条」を身に
つけ一年後には立派な上級生となって新入生を
迎えるようになると思います。
今回新たに小学部四名、中学部一名の新入生

を迎えた釜山日本人学校ですが、出会いがあれ
ば別れも多いのが海外の日本人学校の宿命で
す。卒業までこの学校に通うことのできる生徒
は稀で多くの生徒は途中で転校して行きます。
転校を経験したことのない私にはよくわかりま
せんが、子供にとってそれは大きな試練に違い
ありません。しかし「当たり前の10か条」を身
につければ、子供はそんな試練を乗り越え新し
い世界に飛び込んで行く力を持つようになりま
す 「当たり前の10か条」は当たり前のことで。
あるだけに、それはどんな所へ行っても通用す
るのです。子供たちが将来何かの岐路に立った
時に 釜山日本人学校で学んだ思い出と共に 当、 「
たり前の10か条」をベースに正しい,悔いのな
い判断をするようになって欲しいものです。
釜山日本人学校のすべての生徒がこの一年

「当たり前の10か条」を身につけ更に成長して
行く姿を見守りたいと思います。


